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位置情報を利用した観光案内アプリ

～ OpenStreetMapとWikipediaのマッシュアップ ～



動機

出張や外出のときなど、
ちょっとした空き時間を利用した
観光に便利なアプリが欲しい

今いる場所の近くにある、
史跡や博物館を見つけたい
（歴史好きなんで...）
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作ってみました
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https://play.google.com/store/apps/details?id=com.midoriit.kokopedia

無料です

https://play.google.com/store/apps/details?id=com.midoriit.kokopedia


どんなアプリ？
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OpenStreetMap
（OSM）

Wikipediaの情報
（DBpediaから取得）

Linked Open Data



しかし

記事が少ない
（地理的な密度という点では）
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Wikipediaだけに頼ってはダメ

OSMは全ての地物が位置情報付き！



データベースとしてのOSM

描かれた地図の「元データ」

APIによる提供（Overpass API）

オープンなライセンス（ODbL）

地図に描かれないデータも多い

電話番号、営業時間など

お寺の宗派（真言宗、曹洞宗など）

その他いろいろ

国土数値情報からインポートした
豊富な公共施設情報！
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OSMとWikipediaのマッシュアップ

OSMから地物の情報を取得

名称、経緯度、営業時間

Webサイト

Wikipediaのリンク情報

DBpediaから付加情報を取得

概要説明（dbpedia-owl:abstract）
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作ってみました

博物館・図書館の情報
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website

opening_hours

name
wikipedia
（リンク先)

OSMのタグ

website

name

name

Wikipediaへの
リンクを用いて

DBpediaから取得



応用の可能性と課題

さまざまな地物の情報の利用

飲食店、医療機関、トイレ

観光だけでなく防災にも

データの網羅性

オープンデータのインポート？

特に、防災関係

OSMに入力できる情報の制限
DBpedia以外とのマッシュアップは？

サーバーの可用性
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ご清聴ありがとうございました
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midoriit.com

http://midoriit.com/

